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商工会議所の動 き

I0¥3YKにいがた にいがた2024.10 2024.10

　県内外から赴任している支社長・支店長・営業所長等と当

所役員との交流懇談会を開催しました。

　 は じ め に TABIBAR&CAFÉ　 お い し い ナ ビ ゲ ー タ ー  

久保田 健司 氏より、「2030年までに新潟の「食」を目指

して世界中の人達が集まる街にする！～僕たちは「食」の観

光案内所になる！みんなで!!」と題した講演があり、その

後の懇談会では、地酒と料理、古町芸妓の踊りを楽しみなが

ら、活発な情報交換を行い相互の交流を深めました。

　2025年に開催される大阪・関西万博をきっかけに経済交
流を深めようと、神戸商工会議所の川崎博也会頭が新潟を訪
れ、当所や新潟県、新潟市などの関係機関を表敬訪問しました。
　26日に当所にて福田会頭と懇談した川崎会頭は、「新潟－
神戸線は現在休止しているが、トキエアには万博までには就
航を望んでいる。トキエアを利用し万博に来てほしい。また、
神戸空港から万博会場までは海上船でのアクセスを検討して
いるので利用してほしい」と述べました。
　一行はこの他、企業視察（北陸重機工業）を行ったほか、
マスコミや旅行会社などで精力的にPR活動を行いました。

　 女 性 会 で は 納 涼 会 を 開 催 し、 新 潟 市  東 区 長 の 

斉藤 叔子 氏を講師に迎え、「家庭と仕事の両立～キャリア

形成について～」と題し講演いただくとともに、後半はイン

タビュー形式で、ご自身の経験や市政に関することまで、幅

広くお伺いしました。

　その後の懇親会は、女性会会員の幼少期の写真を当てる余

興を開催するなどして、大いに盛り上がり、会員間の交流を

深めました。

　今年で23年目となる、オールジャンルの踊りの祭典「2024
にいがた総おどり」が９月14日・15日・16日の３日間に亘
り開催され、県内外延べ275団体、27,624人の踊り子が、
市内９会場で渾身の踊りを披露しました。
　古町商店街や万代シテイ十字路では、恒例の「新潟下駄総
踊り行列」、新潟駅南広場と万代シテイ十字路では演舞の審
査が行われ、新潟県知事賞「創

つくり

人
び と

」は、にいがた総おどり親
子教室チャレンジクラス（新潟県）が、新潟市長賞「想

おもい

人
び と

」は、
よさこいダンスチーム東海大学　響（東京都）が、新潟商工
会議所会頭賞「奏

かなで

人
び と

」は、青春応援団 我
ガ

無
ム

沙
シ ャ

羅
ラ

（愛知県）
がそれぞれ受賞しました。

講演会の様子 左：川崎会頭（神戸）、右：福田会頭

女性会納涼会での集合写真 会頭賞受賞団体「青春応援団 我無沙羅」による演舞の様子

９月24日（火）／ 参加者44名 ９月24日（火）

９月10日（火）／ 参加者31名 ９月14日（土）～９月16日（月・祝）／ 参加者　延15,000名

支社長・支店長等の交流懇談会を開催 交流促進に向け神戸商議所会頭が来新

女性会納涼会を開催
女性会（佐野由香利会長） 2024 にいがた総おどりを開催


